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シアトルはアメリカ西海岸のカナダ国境近く、ピュージ

ェット湾とワシントン湖の中間に位置し、水と緑に囲まれ

た自然の豊かな街で、その美しさからエメラルドシティと

もよばれている。人口は５７万人で太平洋岸北西部では最

大の都市である。高緯度ながら太平洋を流れる暖流の影

響で気候は穏やかで、しかも安定した降雨量で豊かな森

林資源を誇る地域である。この資源を活かした木材産業

や紙・パルプ工業、そして造船業も古くから盛んである。

また、この街はボーイング、マイクロソフト、アマゾン、ス

ターバックスといった世界的に有名な企業の誕生の地で

あり、また、イチロー選手などが活躍する『シアトル・マリ

ナーズ』の本拠地でもある。

ＳＴが運営するセントラル・リンク・イニシャル・セグメ

ントはダウンタウン・シアトル・トランジット・トンネルか

らシアトル・タコマ国際空港に至る２２.４ｋｍの新規路線で、

２００９年の開業予定である。当社は、本路線向けの低床

ＬＲＶを２００４年に受注、製作両数は３５両である。

●車両の構成と車体の特徴

構成は３車体連接車であり、ＮＪＴ，ＶＴＡと続く当社製Ｌ

ＲＶの標準構成を踏襲している。

前頭寄りに電動台車を持つＡ／Ｂ両先頭車が付随台車付

の短中間車Ｃ車をはさむ構成で、Ａ／Ｂ車前寄り出入口か

ら先頭寄りが高床、それ以外は床面高さ３７０ミリの７０％低

床連接車である。

前頭部デザインには、街の足としての親しみやすさと、

最高時速５５マイル（８８ｋｍ）を誇るこの車両のポテンシャ

ルを同時に表現することが求められ、シンプルでなめら

かな曲面構成を採用することでこれに応えた。シアトル

という街の明るい気質と進歩的な性格と共鳴する、低床

ＬＲＶとしてふさわしい造形となった。

折りたたみ式連結器の収納部、台車部分、屋上部はそ

れぞれパネルでカバーされ、一体感のあるシンプルな車

体としている。外部塗色として、ＳＴ当局が車両・バス全般

において採用している「波模様」が施された。この波は、
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シアトルの空・山・海のイメージであり、豊かな自然への

親しみと誇りを象徴している。

室内デザインはくつろぎと開放感の演出を目指し、穏

やかな明るいグレーとシックなブルーの組合わせの色調

でまとめた。外装カラーとの相性もよく、軽快ななかにも

落ち着きを感じさせるＳＴのイメージにふさわしいカラー

リングとなった。

車体の主要部材はＬＡＨＴ（耐候性高張力鋼）を使用し、

客先指定の各種荷重条件をクリアしている。床および屋

根の基本構造について要求された耐火性能は、原寸供試

体による耐火試験を実施し、要求を上回る性能を確認し

た。また、そのほかの材料についても客先要求の耐燃焼・

非発煙性・防毒ガス性を満足するもののみが採用されて

いる。天井パネルや床パネルには、材料取りの際、定尺に

こだわる必要がなく、かつ軽量化が可能であるフェノー

ル樹脂製パネルを採用した。

連接部については、Ｃ車屋上にＺ－リンクを配置しＡ／Ｂ

車と結合され、Ａ－Ｃ間に配置した連接ダンパーとともに

走行時の安定性を確保した構造としている。

Ａ／Ｂ車には高床部に２人掛クロス座席を４列、低床部

出入口間には２人掛クロス座席と３人掛跳上げ式ロング

シートを設置している。シートを跳上げることで、編成内

に４か所の車いすスペースが確保できる。Ｃ車寄り車端

部には２人掛クロス座席のほかに吊下げ式自転車置場が

ある。Ｃ車には５人掛ロングシートが２列対面して配置さ

れている。

●ぎ装および台車

主要機器については、実績あるアメリカ向けＬＲＶを踏

襲した構成で、全体の配置も類似したものとなっている。

ぎ装方法については作業の簡易化や部品点数の削減など

改善の努力を続け、特にぎ装仕様については、同時期製

作のフェニックス向けＬＲＶとの共通化をはかり設計の合

理化に努めている。

運転室の機器配置や機器の各部形状などについては、

客先の理解を得るため原寸大のモックアップを製作した。

大阪でいったん組上げ検証したのち解体し、シアトルへ

送られ客先会議室で再組立て、客先関係者に披露された。

実際に運転室に座る体感を通じ、よりリアルな検証が可

能となる手法である。

こうした検証の結果、運転室は中央に空気作動式運転

士腰掛を据え、その正面と左右に運転デスクを、正面デ

スクにコンソールユニットを配する構成となった。左側

デスクにはタッチスクリーン式モニターディスプレイを

設置、運行と保守に必要な情報を表示させる。左右の隅

柱には車両側面に設けた後方監視用ＣＣＴＶカメラからの

映像を表示する８インチモニターディスプレイをそれぞ

れ設置、安全な運行をサポートする。

Ａ／Ｂ車は２軸の電動台車、Ｃ車には４輪独立車輪の付

随台車を配している。車輪内側に台車枠を配する構成で

ある。車輪には、ボーフム弾性車輪を採用、走行騒音低

減をはかっている。

２００９年の開業に向け、地上設備の建設はほぼ完了し、

試験走行がはじまっている。さらなる路線延長計画の話

もあり、成長し続けるシアトルから、まだまだ目が離せな

い。
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